
安定生産と効率化による地域農業の永続化
～ 地域の絆で豊かさとゆとりを！ ～

対象：江部乙２－２地区(５経営体〈２法人含む〉)

１ 活動の背景

２ 活動の経過

ア高品質米の安定生産 目標：基盤整備後ほ場における適正施肥実施

イ水稲省力・低コスト生産技術導入 目標：水稲省力化栽培の導入・課題の整理

ウ転作畑作新規導入品目の定着 目標：加工用トマトの軽労働化技術の導入・検証

水稲

畑作

○高品質米生産への意欲が非常に高い

○R３年～ 基盤整備事業が進行中
基盤整備後ほ場においても水稲の収量・品質を維持したい

地域耕作面積：113ha うち水稲作付面積：90ha 

水稲 水稲 水稲

露地園芸 露地園芸 施設園芸

水稲

畑作

青空教室・個別面談 定点調査ほの設置

個人経営:新規作物の労働軽減 法人経営：規模拡大に対応した省力化

水稲32ha 畑作15ha 水稲19ha 畑作9ha 施設園芸1ha加工用トマトを導入

○基盤整備後の適正施肥
農業者慣行80～90％を提案

○定点調査ほの設置

○地域における適正施肥量を検証

○疎植栽培の導入の提案
有効事例の情報提供

○展示ほを設置

○地域農業者との情報交換

○栽植密度を広げることで
収穫作業が容易になるか検証

○試験ほの設置
有効事例のある株間60cm
やってみよう！株間75cm

疎植栽培の導入 地域農業者との情報交換

慣行の株間
50cm

R5 R6 試験・検証

60cm・75cm

どうなる？？
収量・作業性・疲労度

課題番号２６

【中空知支所：地域第二係】



３ 成果の具体的内容 (現況→目標→実績 到達度 %)

４ 今後の課題と対応

ア高品質米の安定生産〈基盤整備後の技術項目実施戸数 2戸→２戸→３戸 150%〉

農業者
適正施肥

R5 R6

B ○ ○

C ○ ○

E ｰ ○

適正
籾数

収量
(kg/10a)

○ 576

○ 639

○ 648

イ水稲省力・低コスト生産技術導入〈省力化技術導入戸数 1戸→１戸→２戸 200％〉

○提案した適正施肥が行われた

・適正施肥：農業者慣行８～9割 ・適正籾数：～40,000粒/㎡の範囲内

ウ転作畑作新規導入品目の定着〈加工用トマト軽労働化技術実施戸数 ０戸→１戸→２戸 200％〉

○新規で疎植栽培が導入され、課題や改善点を共有した

○軽労働化技術が実践され、経済性・作業性の評価を行った

昨年度の調査結果や研修会を踏まえて
今年も適正施肥に取り組もうと思った

減肥によって収量が不足した感じ
はなかったよ

○基盤整備後の適正施肥について、地域への波及に向けた活動に移行する
○省力化技術導入に対する意向を確認しつつ、省力化技術の導入支援を継続する
○加工用トマトのマニュアル(滝川版)を作成し、安定生産と地域への波及につなげる

２カ年の調査結果を踏まえて・・・
この地域での基盤整備後の窒素施用量は
慣行の８～９割、7.5～8.0kg/10aとしましょう！

基盤整備後の適正施肥量を示し、
農業者・関係機関と認識が共有された
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10a当
箱枚数

慣行 15cm 45枚

疎植 23cm 30枚

収量を確保するには
初期茎数の向上が課題だね

苗の運搬が
ラクになったよ

地域の懇談会では
疎植栽培の導入の可否について
活発な議論が交わされた

空いた時間で
他の作業ができないかな
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1.3kg ▲6万円

2,800円
（2.9時間増）

▲6.3万円▲1.3t

特に腰・右太もも
に負担がかかったよ

熟した果実がまとまり、
収穫効率が向上

病気が少ないと感じた

75cmまで広げると
10a収量・所得が劣る

作業時間短縮に至らなかった
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株間を広げた結果…

収量性・経済性調査
〈株間75cm/60cm対比〉

収穫ピーク時の
疲労度調査

「株間60cmが妥当」と
方向性が定められる
地域の事例が得られた


